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飯野春樹先生が残 されたもの
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1995年7月18日(火)は,私 た ち飯野門下生 には忘れ られぬ 日となった。10時 過 ぎに

帰宅 した私 に,「飯野先生 が亡 くな られたの よ」 と告 げた妻 の暗い表情が今 も浮かぶ。

その時,「 まさか」 とい う思い と,「 しまった」 とい う気 持ちが ない混ぜ になって噴 き上.

が って きた。8時45分 頃に,ご 子 息(正 幸氏)か ら連絡 が入 ったのだ とい う。「どう し

て(帰 宅)途 中か らで も電話 して こなか ったの」 とな じるよ うに言 う妻 に,後 悔の念 を

抱 きつ つ も,「そんなこ とで はない」 と胸のなかで思 わず眩いた。

その 日,飯 野研究室 の藤井,岩 田と流通科学大 学の研 究室で,ウ ィリアムソ ン編 「組

織理論 バーナー ドか ら現代お よび未来へ 』 の翻 訳検討 を行 っていた。監訳者の

飯野先 生が残b1章 を私た ちに託 して入院されたか らで ある。 ここ10年 ばか り,夏,冬,

春 とい った休暇 ごとの検査 入院,療 養入院,(私 たち は静養入 院 と呼んでいた)を 常 と

されていたとはいえ,こ の度の入院は些か気にはな っていた。冬か ら春 にか けての入院

がいつ もに比べ ると長か ったの と,学 期途中で 「疲れた」 と不調 を訴 えられ る電話 を頂

いたか らであ る。「後は何 とか します か ら,大 学の方 は直 ぐ休講 して,静 養 して くだ さ

い」 とお話 した ものの,.い つ もとは少 し違 うものを感 じていた 。それで も,翻 訳検討会

の後,三 宮 で飲み なが ら 「飯野先生の退院祝いを兼ねて,近 くで どこか に行 こう」 と相

談 したのは,6月 の終わ りに,電 話で飯野先生 ご自身が 「7月末 には退院 し,翻 訳 にも

目を通 したい」 と元気そ うに話 されていた こともある。 先生 の入退院 に,私 たちが慣れ

て しま った こ ともあ ろう。 また,先 生 の病状 を小 さ く見せ るた あに,周 囲 に 「検査 入

院」 とか 「静 養入 院」 と説明 していた ことも,わ が身に響 いた のか もしれな い。心の ど

こかで 漠 とした不安 を覚 えていて も,少 な くとも私は,先 生が必ず元気 な姿で退院 され

ると信 じていた。「病室 の直通 電話で いつで も話がで きるか ら,見 舞 いに来んでいい」

と言われてはいたが,.油 断であ った。それだけに,言 卜報 の衝撃 は大 きか った。7月20日

の告別式 は,私 た ちの気持 ちを見透かすかのよ うな激 しい雨で あった。

思 えば,入 学 した関西大学の 『商学論集』(第10巻 第3・4・5号,1965年 〉「組織論的
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管理論 の一体系」で,飯 野先生のお名前を拝.見してか ら30年。「経営管理論」の講義で,

謦咳 に接 して28年 。親 しくご指導 を受け るよ うになってか らで も20年が過 ぎた。その間

に私 たちが受 けた影響 と濃密な時間の共有を,単 に 「学恩」 とい う言葉では表現 し切れ

ない。 私には今で も飯野.先生 を冷静に振 り返る ことが難 しい。

...「飯野 とい えば,バ ーナー ド。バーナー ドといえば,飯 野」 と誰 もが納得 す るほ ど,

飯野先 生 のバーナー ド理論研究 は深か った。 善 し悪 しは別 に して,そ れは 「経営 管理

論」の 講義 に も反映 し,.かつて私が次 のよ うに書 くほ ど徹底 して いた。 「学 生時代,ク

ラブ活動 に うつつを抜か し,そ この卒業 生だと実感す る私が,珍 しくも出席 した講義 は

バーナ ー ド一色 とい って もよいほ ど強烈だった。 それ にひかれて,聴 き続 けた ら,他 学

部での盗聴 も含めて出席 し続けた講義,4年 間でわずか に5つ の うち1つ にな った。そ

れが私 とバー ナー ドとの,も っと言えば,強 烈 なバ ーナー ディアンとの最初の出会 いで

ある」(「バー ナー ド』 文眞堂,1986)。 学 内で飯野 先生 を目に した学生は,「 バーナー ド

が歩い てい る」 と囁いた ものである。既 にバ ーナ「 ド研 究家 として著 名であったが,本

格 的に名をされたのは,ア メリカ留学(1971-72)以 降 であろ う。 持ち帰 られた資料 を

基 に執筆 された研 究には凄味さえあった。そ の資料 を自宅の火事で焼 失され る不幸 に も

め げず にま とめ られ たのが 「バーナー ド研究』(文 眞堂,1978年)に ほかな らない。索

.引作成 を手伝 った私に も思 い出深 いこの一 冊は,内 外バーナー ド研究 の頂点 をきわめ,

20年 近 くを経 た現在 で も,越 えることが難 しいバーナー ド研究 の基本文献で ある。 なか

で も,飯 野先生が定式化 された 「責任優先思考(責 任中心思考〉」 の主張 は光 っている。

この 「バーナー ド研究』 の普及版 とで もい うべ き企画が有斐 閣か ら持 ち込 まれ,飯 野

春樹編著.「バ ーナー.ド 経営者 の役割』(有 斐閣新書)と して 出版 されたのが,翌79年

である。飯野.先生 が植村省三先生 に執筆 を依頼 された阪急長 岡天神駅前 の喫茶店に私 も

お供 した。そ の他 の執筆者 は。「中堅 ・若手がいいだ ろ う」 とい うこ ζで,そ の場 で,

高澤十四久(現 専修大学教授)さ んと吉原正彦(現 青森 公立大学教授)さ ん に決定 し.

それに私 も加え られた。 この新書 は,1995年 現在 で15版 を重ね,経 営学 と しては息の長

い書物 となっている。 しか し,印 象深いのは 「天喜」で 開かれ た内輪 の出版祝賀会であ

る。編者の飯野先 生が執筆者への お礼 にと世話をされ,身 銭 を切 られ た。話 はまった く

あべ こべであ る。植村先生 はともか く,チ ャンスを与 えられた のは私 たちであ り,方 法

も枠組み も借 用 した上 に,何 度 も何度 も指 導を受 け,書 き直 し,お 宅で奥様の手料理ま

で御 馳走にな って,や っと出来上が った本であ る。私で あればつ いつい悪 きせがま しい
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.言動が 出るで あろ うに,逆 に相手 を.労り,お 礼 と称 して,い つ の間にか その気 にさせ る

のはゆ うゆたる余裕 というものか。飯野先生のお人柄 であろ うが,学 ぶべ き身の処 し方

であ った。

バーナー ド研究 とい えば,バ ーナー ド誕 生100周 年記念事業 も忘れ られ ない。飯 野先

.β 生が 関大か ら移 られ て間 もない京 大 で,内 外 の バーナー ド研 究者 を集 め て記 念大 会

・(1996 ,11,7-8)が 盛 大に催 された(飯 野春樹 編 「人間協働」文 眞堂 〔1988〕に収

録)。 ウォルフ.・飯野の手 にな るバー ナー ドその人の英文 論文集 とその翻訳(飯 野監訳),

それにノーベ ル賞(1978)を 受賞 したサ イモ ンを4#じ め とす る17人 の論文集 『バーナー

ド 現代社 会 と組.織問題』か らなる3冊1組 の記念 出版 も同時 に刊行 された。 この頃,

研 究者 としての飯野先生は至福の 日々だ らたに違いない。私 も翻訳 と論文集に計画段階

か ら参加 させ て頂い た。当時,私 は病弱だ った飯野 先生 に代わ って京都学園大学の非常

勤を していた。講義 を終え て乗 った保 津川沿いを走る旧山陰線か らの車窓が真 っ赤 に染.

ま った秋のある日,二 条駅 に飯野先生は待 ってお られ た。 旧京都 ホテルの眺めの よい レ

ス トランで,「考 えろ」 と言われ ていた論 文集 の構想 と各車に複数の執筆候 補者(あ く

まで下作業で 選定は してい ない〉.を示 しなが ら説明 したのが,昨 日の ように思い出され

る。「仙台 まで行 って くれ るか」 と言われ て飯野先 生のお供を した東北大学 の加藤 勝康

先生の研究室で は,バ ーナー ド研 究の両巨頭 が真剣 に議論 し,研 究以外の.一切を考 慮せ

ず人選す るのをか いま見 て,「 これ こそ,研 究者」 と頭が さが った。 もちろん,食 通 の

飯野先生 は,仙 台の牡蛎 と魚 を見逃すはずはない。毎晩食べ歩 き,そ.し て歴 史を訪 ねて

平泉 まで足 を伸ば した。

この時に限 らず,「御 神酒 どっ くりみ たいだ」 とご 自分で苦笑い しなが ら,二 人 ワ ン

セ ッ トで北海道,九 州へ と研究会に出かけ,土 地め美味 しい もの をよく食べ歩いた もの

である。東京か らの帰路,浜 松あた りで 「ス ッポ ンで も食べ ようか」 と途中下車される

よ うなこ ともあった。後に は,飯 野研 究室の若い仲 間 もこれ に加わ って賑 やかになった

が,そ のよ うなとき,飯 野先生は本当に嬉 しそ うで あ6た 。.もっとも,飯 野先生は27年

勤め られた関大でなか なか大学院 を担 当されなか ったこともあ って,私 の ように押 しか

けて研究室 に居すわ った人 間を別にすれば,私 の上 に も下 に も優秀な学生が多か った割

りには,研 究者 になった教 え子 は少 ない。松尾 陽好(佐 賀大学助教授),藤 井一弘(甲

子園大 学助教 授),岩 田浩(大 阪産業大学助教授)に 私。 これ に関大 の飯野研究室 に既

に参加 してい た西岡健夫(追 手門学院大学教授)を 加 えて も五人である。京 大での8年

」
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間で も,経 営学 が主流 になれ ない経済学部 とい うこともあって,大 学 院で指導 した田中

求之(福 井県立大学助手)と 磯村和人(福 島大学助教授)の2.人 に過 ぎない。飯野研 究

会には,そ れ以外 に院生時代か ら阿辻茂夫(関 西大学助教授)も 参加 していた。そ して,

この数少 ない教 え子た ち も,自 由放任 ともいえる飯野先 生の下 だか らこそ,育 ち育て ら

れた ともいえる。自由な議論 とどんな辛辣な批 判 も許された。 その矛先 には,飯 野先 生

の研 究 も当然 に含 まれ ている。 「飯 野研 究室 は放 し飼いだ.」「柵 も杭 もないそ」 「食べ る

草 はあるのか」 といった調子で研究会が始 まるが,そ れで も飯野先生 あっての研究会で

ある ことを全員が 自覚 していた。その飯 野先生が亡 くな られ た今,私 たちはた とえ よう

もな く寂 しい。

飯野先生 の趣味 に写真撮 影がある。 この写真 の腕 は,「京 大の時計台」(1994)で も遺

憾 な く発揮 され てい るが,こ の趣味が辛 く生か されたのが,昭 和56年 〔1981)10月 に亡

くされた奥様 を偲ぶr菊 一轍(1983)で あった。私 と大 学時代 に私が所属 していた ク

ラブの後輩 ・阪上君(東 洋紙業)と がお手伝 い したが,残 された絵 と書に,先 生の撮 ら

れ た写真 で構 成されてい る。完成 したサ イン入 りのr菊 一輪」 に,「美子 の死後直後 か

ら今 日に至 まで多大の こ.支援,ご 激励 をいただ き有難 うござい ま した」 と私 と家内宛 の

自筆 の礼状 を添 えて,箕 面の 自宅までわ ざわざ持参 して.下さった。 ここに も,そ のお人

柄が よ く現れてい る。

確かに,飯 野先生は誰 もが認める 「気配 りの人」であ った。亡 くな られる20日 前 に,

植村省三先生 の葬儀をお知 らせ したとき も,ご 自分の ことを棚にあ げて,「 忙 しいい う

て も体を壊 した ら何 に もな らんで。 あんた も気 いつ けや」,「こんな暑 いのに見舞 いにな

ん て来んでええ」 と気 ば っか り使 っておられた。 しか.し,飯 野先 生の本 領は 「寸鉄人 を

刺す」毒舌にあ ったこ とを,門 下生以外 はあま りご存知ないだろ う。飯 野先生 が,ど の

ような人 を敬愛 し.ど のよ うな人を評価 してい るのかを,遠 回 しの京都 弁の中から探 り,

私 たち門下生は 「研 究 とは何 か」 「何が大切か」 を学んだ ような気が する。

亡 くな られる数年前か ら,京 大以外の学会 に出席され ることのな くなった飯野先生が,

半 日とはいえ,私 が報告 した滋賀大学での経営学史学会(ユ994,5,22)に 足 を運んで

くだ さった。吉 田和夫先 生が 「よく来た。 よく来た。」 と大喜 びされ ていたのが,目 に.

浮かぶ。飯 野先生 の最 後の本格 的な学会 出席 はその1ケ 月後 の組織 学会(1994,6,

25-26)で ある。私が 「今度 の組織学会 は加藤先生が学長をなさってい る青森.公立大学

です よ。藤井 も報告 します し,.行 きましょう」 と誘 った。.ローカル色あふれ る青森公立
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大学での懇談会で,楽.し そうに歓談 され る飯 野先生。学会 終了後 に岩 田,.田 中 をまじえ

て ドライブ した十和 田湖 と奥入 瀬渓流で,「 しまった。 一眼 レフ を持 って くるんだ ら

た。」 と悔 しそ うに コンパ ク トカメラを覗 き,「 こんなに綺麗 のなら,ま た来たいな」 と

い ってお られた飯野先生。 その時の写真を前にす ると,あ の独特 の口調で 「もしもし,

`汐飯野ですが」 と
,今 に も電話がかか って くるよ うな気が して,素 直に合掌す る気にな ら

ないのである。
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